
宅地造成又は特定盛土等に関する工事の許可申請書 記載時の留意点

(1)平地盛土
・勾配1/10 以下の平坦地において行われる盛土
(2)腹付け盛土
・勾配1/10超の傾斜地盤上において行われる盛土
(3)谷埋め盛土
・谷や沢を埋め立てて行う盛土

※複数選択可

第12条第1項・・・宅地造成等工事規制区域
第30条第1項・・・特定盛土等規制区域
どちらかに丸をつける

提出日となっているか確認
法人であるときは、当該法人名代表者名を記
入する。

法人であるときは、工事主住所氏名のほか、
当該法人の役員（代表取締役や取締役な
ど）住所氏名をかっこ内に記入

法人であるときは、当該法人の役員住所氏
名を記入する。資格を有する者の設計によ
らなければならない工事を含むときは、 担
当者氏名を併せて記載し横に○印を記載法人であるときは、当該法人名住所代表者

名を記入する。
未定のときは、「未定」と記載し定まって
から工事着手前に届出ることも可

工事をしている区域の所在地及び地番は全
て記入
※所在地及び地番の一覧表を添付しても良
い。
その際は、欄へ「別紙のとおり」と記載

代表地点の緯度及び経度を世界測地系に
従って測量し、小数点以下第一位まで記入

工事をしている区域の面積を記入

宅地、農地等又は公共施設用地（庁舎・図
書館など）のうち該当するものを記入

宅地、農地等又は公共施設用地（庁舎・
図書館など）のうち該当するもの及び建
築物等の建築の有無等の具体的な内容を
かっこ書きで記入

渓流等への該当の有無のいずれかに○印

・渓流等とは、山間部における河川の流水
が継続して存する土地その他の宅地造
成又は特定盛土等に伴い災害が生ずる
おそれが特に大きいもの

・具体的には、地形図等を用いて判読され
た渓床勾配10度以上の一連の谷地形で
あり、その底部の中心線からの距離が
25ｍ以内の範囲

盛土・切土が無い場合は「0」を記入
土量計算書を添付

各施設ごとに番号をつけて、それが平面
図と照合できるようにする。
※ニ擁壁、ホ壁面崩壊防止施設、へ排水
施設について、番号・構造・高さ・延長
が記載された別紙を添付しても良い。
その際は、その欄へ「別紙のとおり」と
記載

擁壁やブロックの設置などを記載
※法面などが崖（30度未満）でない場合は
崖面がないため「崖面なし」と記載

地表面と崖面以外の法面の保護方法を記
載
例：舗装工、路盤工、締固めの実施、植
生工・張りコンクリート・法面とは逆方
向に僅かな勾配をつけるなど

立ち入り禁止措置・ガードマンの配置・工
事看板の設置などを記載

申請日の30日後（土日祝含む）の日付を
記載するか「許可日」と記載

工種ごとに工程の概要を記載する。
工程を記載した別紙を添付しても良い。
その際は、欄へ「別紙のとおり」と記載

宅地造成又は特定盛土等に関する工事を
施行することについて他の法令による許
可、認可等を要する場合においてのみ、
その許可、認可等の手続の状況を記入

例：農地法・建築基準法・土壌汚染対策
法に基づく手続の状況
赤道・青線に関する手続の状況


